




























グラフや数字の表などがやたら多い、 文自体が長い、というようなわけで、なかなか掲載してく るような場所が見つからなかった である。それを大学の紀要ということで掲載させて頂いた。
つまり研究紀要は、研究者の研究成果を発表するところであるから、読み物としての面白さ、内容の一般性の程度








コピーできる。学生のレポートから研究者の論文に至るまで無断引用が横行している。残念ながら本学も例外ではない。理工系学部の無い本学の場合は、 一般社会の耳目を集めるような研究論文が 『紀要』 に掲載されることはまず い。しかしささやかな私 例を挙げたように 『紀要』 が筆者の研究生活の土台となるようなことはままあ 。それゆえ、今後とも『紀要』の持つ重要性をしっかりと認識して、将来性が期待されるチャレンジングな内容の論文が一つでも多く掲載されることを切に望むところである。現在、大学の生き残り戦略の一環として大正大学は学部中心の展開となっている こ はやむ 得ないこ である。しかし多く 科の上に大学院前期・後期課程を有している。それゆえ大正大学における研究活動 充実は社会への責務に他ならない。
　　　　　　　　　　　
（２０１５年２月）
